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新学習指導要領の中学校数学では，従来の領域に「資料の活用」が加わった。平成 24年度の実施に向け























































布やヒストグラムの作成について, 第 4節では, 代表値
(平均値, 中央値, 最頻値)や範囲について, 第 5節では,
統計調査の大まかな計画について, 第 6節では, 近似値
について考える。第 7節では自由研究として, 桜の開花
時の和歌山市と札幌市の一日ごとの最高気温を比較す




























































































(ii) 平均値, 中央値, 最頻値の大体の値が分かる。ま
た, 平均値を計算する労力を軽減できる。
(2) 度数分布表の作成




6 3 9 4 10 9 10 11 7 6
12 5 11 9 8 10 2 7 8 9
6 5 9 15 3 9 12 9
(i) 資料の最小値と最大値を求める。




界値は 2, 5, 8, 11, 14, 17 となる。）
(iii) 階級値は境界値に階級の幅の 12 を加えて定
める。




（度数は 4, 7, 12, 4, 1 となる。）
(v) 度数の和が測定値の総数に等しいことを確か
めて「合計」の欄に記入する。
（4 + 7 + 12 + 4 + 1 = 28）
表 3.2
階級値 境界値 度数調べ 度数
3.5 2以上 ～5未満 4
6.5 5 ～8 7
9.5 8 ～11 12
12.5 11 ～14 4
15.5 14 ～17 1
合計 28















































(7) [注意] (i) 相対度数分布表の「合計」は一般には
1.00 にはならない。次のように対応する。
(a) 相対度数分布表の「合計」の欄にはそのままの値
（例えば 0.99 や 1.01 ）を記入し, 表の下に （合
計が 1.00 にはならないのは四捨五入による計算
誤差）と記す。














(平均値) = 測定値のすべての和(測定値の総数) (4.1)
度数分布表に対して平均値は次の式で計算される。
(平均値)
= {(階級値)× (度数)}の階級に関する和(測定値の総数) (4.2)
(2) 直観的な意味で「平均値は測定値をならした値
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2 3 3 4 5 5 6 6 6 7
7 8 8 9 9 9 9 9 9 9




3.5 3.5 3.5 3.5 6.5 6.5 6.5
6.5 6.5 6.5 6.5 9.5 9.5 9.5
9.5 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5
9.5 9.5 12.5 12.5 12.5 12.5 15.5
表 4.2では 3.5 が 4回, 6.5 が 7回, 9.5 が 12回, 12.5




= 128(3.5 + 3.5 + · · ·+ 12.5 + 15.5)
= 128(3.5× 4 + 6.5× 7 + · · ·+ 15.5× 1)
=((4.2)による表 4.2の平均)




(3) [注意] (i) 資料から計算した平均値と度数分布表
から計算した平均値は, 似てはいるが一般に異なる値と
なる。（この場合, 表 4.1(表 3.1)の平均値は 8.0, 度数分








































(ii) 補助教材 [1, 2, 3]の中にはないが, 実際には最頻値
が 2つ以上ある場合もある。
4.4 範囲 (Range)– 散らばり–
範囲は資料の代表値ではなく散らばり具合を表す統
計量の一つである。















































































　 101 = 10 （10 の 1回の積）
　 102 = 10× 10 = 100 （10 の 2回の積）
　 103 = 10× 10× 10 = 1000 （10 の 3回の積）
　 104 = 10× 10× 10× 10 = 10000 （10 の 4回の積）
　　………………………………………………………
と表すことにする。101, 102, 103,· · · をそれぞれ十の 1
乗, 2乗, 3乗,· · · と読む。n = 1, 2, · · · について 10n は
1のあとに位取りのための 0 が n個ついた数となる。
これを使えばどんな数も a × 10n の形に表される。こ
のとき, aは −10 < a < 10にとるのが普通である。例
えば
48611 = 4.8611× 104 516.24 = 5.16924× 102
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(3) [注意] 補助教材によっては a× 110n まで説明して
いるものもある。
(4) a, b を任意の数, m, nを正の整数とするとき次の
公式 (i)∼ (iii) が成り立つことが 10n の意味からすぐ
に分かる。
(i) (a+ b)× 10n = a× 10n + b× 10n




m−n （ m > n のとき ）
(iv) (10m)n = 10mn
　 ( (iv) については (10m)n とは 10m の n個の積のこ
とと考える。したがって, (10m)n は 1の後に 0 が m個
ついた数を n回掛け合わせたものとなるから, (iv)の公
式が成り立つ。)
問 6.1 次の数を a × 10n の形（ −10 < a < 10）に
表しなさい。
(i) 1.24× 103 + 0.82× 102
(ii) 15.4× 102 − 3210
(iii) 6.14× 102 − 61× 103
(iv) (122)3




n 乗表現 10進法表現 　読み　
101 10 十
102 100 百
103 1, 000 千
104 1, 0000 一万
105 10, 0000 十万
106 100, 0000 百万
107 1000, 0000 千万
108 = (104)2 1, 0000, 0000 一億
109 10, 0000, 0000 十億
1010 100, 0000, 0000 百億
1011 1000, 0000, 0000 千億
1012 = (104)3 1, 0000, 0000, 0000 一兆
位取りのコンマを 3桁毎にとると英語で言う, thou-
sand（千）, million（百万）, billion（十億）の表ができる。
次のような問題で a × 10n と表現する便利さを確か
める。
問 6.2 (1) 地球から太陽までの平均距離はだいたい
149600000 km, 月から地球までの平均距離はだいたい
384000 km です。これらの数値を, aを整数部分が 1け
たの数字として a× 10n の形で表しなさい。
(2) 地球から太陽までの平均距離は月から地球までの




















（ソメイヨシノ）の開花は和歌山市では 3月 21日, 札幌
市では 5月 1日でした。とおる君は桜が開花した日ま
での 1日の最高気温を 30日間調べました。
表 7.1　 1日の最高気温の 30日間の記録（単位 ℃）
　　　　和歌山市　　　　　　　　 札幌市
日数 月日 温度 月日 温度
1 2/20 12.3 4/2 8.2
2 21 8.3 3 13.6
3 22 14.8 4 13.0
4 23 15.8 5 12.4
前 5 24 12.3 6 10.8
6 25 12.9 7 8.4
7 26 13.3 8 13.3
8 27 9.0 9 15.2
9 28 12.2 10 17.7
期 10 3/1 13.9 11 10.0
11 2 9.2 12 15.2
12 3 6.2 13 21.2
13 4 10.9 14 13.6
14 5 13.2 15 12.8
15 6 13.9 16 9.0
16 7 11.2 17 13.8
17 8 12.9 18 13.4
18 9 13.5 19 12.3
19 10 15.4 20 16.5
後 20 11 11.4 21 10.5
21 12 11.9 22 15.8
22 13 17.4 23 9.1
23 14 17.5 24 9.2
24 15 12.7 25 12.1
25 16 15.5 26 6.5
期 26 17 19.9 27 8.3
27 18 22.1 28 10.7
28 19 22.6 29 18.0
29 20 17.8 30 23.4
30 21 18.0 5/1 19.2
（気象庁のホームページより抜粋。ただし,
左欄の前期, 後期などは筆者による。）












(iii) (i) や (ii)からどんなことが分かりますか。


















(i) 資料の中の最小値を a, 最大値を bとし範囲 R =
b− aを求める。
(ii) 階級の幅 C と自然数 kを次の関係を満たすよう
にとる。
R
k <= C <
R
k − 1
（k または k + 1 が階級の個数になることに注意
する。 C は簡単な数にとる。）




(iv) 境界値は a0, a0 + C, a0 + 2C, a0 + 3C,
· · · , a0 + kC または a0 + (k + 1)C となる。
(v) 階級値は境界値に階級の幅の 12 を加えて
a0 + C2 , a0 + C +
C
2 , a0 + 2C +
C
2 ,
a0 + 3C + C2 , · · · , a0 + (k − 1)C +
C
2 または






例 8.1 例 3.1 で与えた表 3.1 の度数分布表 3.2をも
う 1度作ってみよう。
(i) 範囲は R = 15− 2 = 13 となる。






4 だから 2.6 <= C < 3.25 を満たす簡
単な数として C = 3をとる。
(iii) 境界の最小値 a0 を a0 <= 2 <= a0 +
3
2 を満たす端
数の付いた数として a0 = 1.5 とする。
(iv) 境界値は 1.5, 4.5, 7.5, 10.5, 13.5, 16.5 となる。
(v) 階級値は境界値に 1.5 を加えて 3, 6, 9, 12, 15 と
なる。
(vi) 各階級の度数を資料に基づいて調べると
( 階級値, 度数 )= {(3, 4), (6, 7), (9, 12)
(12, 4), (15, 1)}
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前 和歌山市 6.2 ～15.8 11.88
期 札幌市 8.2 ～21.2 12.96
後 和歌山市 11.2 ～22.6 15.99
















































定値を小さい方から順に並び替えて, 全体の 1/4, 3/4に
あたる測定値をそれぞれ Q1, Q3 とおく。ちょうど 1/4,
3/4にあたる測定値がなければ, その両側の隣りあった






例 8.2 例 3.1 で与えた表 3.1 の平均偏差と四分位範
囲を求めなさい。
表 3.1を小さい順に並べたものが表 4.1であった。4.1
節 (3)により平均値は 8.0 だったから表 4.1の測定値か
ら 8.0を引いて次の表を得る。
表 8.1
−6 −5 −5 −4 −3 −3 −2 −2
−2 −1 −1 0 0 1 1 1
1 1 1 1 2 2 2 3
3 4 4 7
これらの値の絶対値を平均する。平均偏差を d で表
すと
d = 128(6 + 5 + 5 + 4 + 3 + · · ·+ 4 + 7)
= 6828 � 2.4
となる。
測定値の個数は 28 であり 4 分割すると 7 である。
よって全体の 1/4, 3/4にあたる番号はなく，表 4.1の
7, 8番目の平均と, 21,22番目の平均をとって，Q1 = 6,
Q3 = 10となる。四分位範囲は Q = 10−6 = 4である。
8.3 資料の相対度数と確率
(6) 表 4.1には, 2, 4, 15 冊を借りた生徒が 1人, 3, 5,




p(0) = p(1) = p(13) = p(14) = 0
p(2) = p(4) = p(15) = 128
p(3) = p(5) = p(7) = p(8) = p(11) = p(12) = 228





が図書館で借りた本の冊数を確率変数 Xで表せば X =
k となる確率が
P (X = k ) = p(k), k = 0, 1, 2, · · · , 15
として定まることになる。これより
P ( 2 <= X <= 4 ) = p(2) + p(3) + p(4)
= 1 + 2 + 128 =
4
28
P ( 5 <= X <= 7 ) = p(5) + p(6) + p(7)
= 2 + 3 + 228 =
7
28
P ( 8 <= X <= 10 ) = p(8) + p(9) + p(10)
= 2 + 7 + 328 =
12
28
P ( 11 <= X <= 13 ) = p(11) + p(12) + p(13)
= 2 + 2 + 028 =
4
28
P ( 14 <= X <= 16 ) = p(14) + p(15)



































が成り立つ。これより, 加工資料の平均値, 分散, 平均偏
差を求めれば, 与えられた資料のそれぞれの値が簡単に
求まる。




214 196 210 182 168 224 180 206
測定値が 200前後の数で偶数になっているので (8.4)
で a = 200, b = 2 とおいて次の表を作成する。
表 8.3
資料 加工値 2乗 |偏差 |
214 7 49 8.25
196 −2 4 0.75
210 5 25 6.25
182 −9 81 7.75
168 −16 256 14.75
224 12 144 13.25
180 −10 100 8.75
206 3 9 4.25
合計 −10 668 64.00
これより加工資料の平均値は −10/8 = −1.25 であ
リ, 分散は (8.3)を用いて 668/8 − 1.252 � 81.94 とな
る。|偏差 | は |（加工値）−（− 1.25）|によって計算さ
れ, 加工平均偏差は 64/8 = 8.0となる。
よって上記公式により, 与えられた資料の平均値は




(i) 平均値 和歌山市 13.9℃，札幌市 13.1℃, 範囲 和歌
山市 16.4℃, 札幌市 16.9℃
(ii)
(iii) (1) 2つの市の 30日間の最高気温は 6.2℃から 23.4℃
までにあり, 比較的温暖である。
(2) 2つの度数分布多角形は,一部を除いてよく似ている。
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定値を小さい方から順に並び替えて, 全体の 1/4, 3/4に
あたる測定値をそれぞれ Q1, Q3 とおく。ちょうど 1/4,
3/4にあたる測定値がなければ, その両側の隣りあった






例 8.2 例 3.1 で与えた表 3.1 の平均偏差と四分位範
囲を求めなさい。
表 3.1を小さい順に並べたものが表 4.1であった。4.1
節 (3)により平均値は 8.0 だったから表 4.1の測定値か
ら 8.0を引いて次の表を得る。
表 8.1
−6 −5 −5 −4 −3 −3 −2 −2
−2 −1 −1 0 0 1 1 1
1 1 1 1 2 2 2 3
3 4 4 7
これらの値の絶対値を平均する。平均偏差を d で表
すと
d = 128(6 + 5 + 5 + 4 + 3 + · · ·+ 4 + 7)
= 6828 � 2.4
となる。
測定値の個数は 28 であり 4 分割すると 7 である。
よって全体の 1/4, 3/4にあたる番号はなく，表 4.1の
7, 8番目の平均と, 21,22番目の平均をとって，Q1 = 6,
Q3 = 10となる。四分位範囲は Q = 10−6 = 4である。
8.3 資料の相対度数と確率
(6) 表 4.1には, 2, 4, 15 冊を借りた生徒が 1人, 3, 5,




p(0) = p(1) = p(13) = p(14) = 0
p(2) = p(4) = p(15) = 128
p(3) = p(5) = p(7) = p(8) = p(11) = p(12) = 228





が図書館で借りた本の冊数を確率変数 Xで表せば X =
k となる確率が
P (X = k ) = p(k), k = 0, 1, 2, · · · , 15
として定まることになる。これより
P ( 2 <= X <= 4 ) = p(2) + p(3) + p(4)
= 1 + 2 + 128 =
4
28
P ( 5 <= X <= 7 ) = p(5) + p(6) + p(7)
= 2 + 3 + 228 =
7
28
P ( 8 <= X <= 10 ) = p(8) + p(9) + p(10)
= 2 + 7 + 328 =
12
28
P ( 11 <= X <= 13 ) = p(11) + p(12) + p(13)
= 2 + 2 + 028 =
4
28
P ( 14 <= X <= 16 ) = p(14) + p(15)



































が成り立つ。これより, 加工資料の平均値, 分散, 平均偏
差を求めれば, 与えられた資料のそれぞれの値が簡単に
求まる。




214 196 210 182 168 224 180 206
測定値が 200前後の数で偶数になっているので (8.4)
で a = 200, b = 2 とおいて次の表を作成する。
表 8.3
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206 3 9 4.25
合計 −10 668 64.00
これより加工資料の平均値は −10/8 = −1.25 であ
リ, 分散は (8.3)を用いて 668/8 − 1.252 � 81.94 とな
る。|偏差 | は |（加工値）−（− 1.25）|によって計算さ
れ, 加工平均偏差は 64/8 = 8.0となる。
よって上記公式により, 与えられた資料の平均値は




(i) 平均値 和歌山市 13.9℃，札幌市 13.1℃, 範囲 和歌
山市 16.4℃, 札幌市 16.9℃
(ii)
(iii) (1) 2つの市の 30日間の最高気温は 6.2℃から 23.4℃
までにあり, 比較的温暖である。
(2) 2つの度数分布多角形は,一部を除いてよく似ている。
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